
３. 平成２７年度西川賞を三部勉 KEK 准教授らが受賞（２月１５日、東京･アルカディア市ヶ谷）

大強度陽子加速器施設 発行元：日本原子力研究開発機構・高エネルギー加速器研究機構

Ｊ−ＰＡＲＣセンターＪ−ＰＡＲＣセンター
〒３１９-１１９５　茨城県東海村大字白方２-４　Tel : ０２９-２８４-４５７８

第１３２号

平成２８年４月２８日発行

Ｊ－ＰＡＲＣホームページ　　http://j-parc.jp

４. J-PARC へのユーザー来所者の推移（～Ｈ２７年度）
　平成 20 年 12 月の施設利用開始以来、多くのユーザーが J-PARC
を訪れています。平成 27 年度末日までのユーザー来所者の総数は、延
べ 189,557 人･日となりました。右の図は、これまでの来所者数を年
度毎に集計したものです。平成 21 年度以降は、平成 23、25 年度にそ
れぞれ震災とハドロン事故の影響で減少したものの、各年度概ね 3 万
人･日前後の来所者数となっています。 J-PARC ユーザー来所数

Top News
1. パーキンソン病発症につながる「病態」タンパク質分子の異常なふるまいを発見
   （４月２１日、プレス発表）
　量子科学技術研究開発機構の藤原悟上席研究員･松尾龍人主任研究員ら
の研究チームは、物質･生命科学実験施設（MLF/BL02）の中性子準弾性散乱
装置 DNA を用いて、パーキンソン病の発症と密接に関係する脳内のある
タンパク質の動きを分子レベルで調べ、このタンパク質同士が繊維状
に集合した状態で異常なふるまいを示すことを世界で初めて発見しま
した。本成果は、病気発症のカギとなるタンパク質の集合状態の形成過
程や、その形成が関係する種々の疾病の発症の仕組みの解明、また、そ
れら疾病の抑制に貢献することが期待されます。本研究成果は、国際科
学雑誌「PLOS ONE」に、4 月 20 日（米国東部標準時間）掲載されました。

大腸菌を用いて人工的に作られた
α- シヌクレインのアミロイド線維

２. 副作用の少ない骨粗しょう症薬剤の開発につながる新たな知見  
     （茨城県中性子ビームライン）
　富山大学の横山武司助教、茨城大学の田中伊知朗教授、日下勝弘教授
らの研究グループは、J-PARC の茨城県生命物質構造解析装置（iBIX）
などを利用して、骨粗しょう症薬剤とその疾患に大きく関わる標的タ
ンパク質複合体の中性子結晶構造解析を行い、薬剤のリン酸基の水素
原子が取れてすべて負イオン状態となり、正の電荷を帯びた標的タン
パク質の水素や水分子の水素と結合していることを明らかにしました。
このことは、水素と親和性の高い部分が豊富な薬剤の方が標的タンパ
ク質阻害剤として効率が良いことを示唆しており、副作用の少ない薬
剤設計の重要な手掛りとなります。この成果については、 2015 年 8
月に米国化学会誌 J. Med. Chem. に掲載されました。
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西川賞授与式にて
（左から 2 人目） 三部勉准教授（KEK 素核研）  

オン生成が不可欠です。そのため、J-PARC ハドロンセクションに所属す
る高エネルギー加速器研究機構（KEK）の三部勉 素粒子原子核研究所（素核研）
准教授らが中心となり、「極冷ミューオンビーム実現のためのミューオン標的
開発」の研究を推進してきました。今回、この技術開発がミューオン生成
量の大幅な増大に貢献すると評価され、三部氏と理化学研究所石田勝彦
副主任研究員は公益財団法人高エネルギー加速器科学研究奨励会から平成
27 年度西川賞を共同で受賞しました。また、「核物理研究センター大強度
ミューオン源の開発と建設」の研究において、同低温セクションの吉田誠
助教と大阪大学の佐藤朗助教が、同様に西川賞を共同で受賞しました。

　素粒子のひとつであるミューオンの基本的性質である異常磁気モーメント（g-２）の精密測定と、電気
双極子モーメント（EDM）の発見を目指すミューオン g-２/EDM 実験の実現には、大量の超低速ミュー



７. KEK サイエンスカフェ “水素を深読み”（４月３日、西東京市・多摩六都科学館）

５. 施設の状況

　5 月の運転計画は、次のとおりです。なお、機器の調整状況により変更になる場合があります。
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６. 「時・時間・時計　ママと一緒に実験！発見！」
　J-PARC ハローサイエンス in 東京（３月３０日、西東京市）
　 西東京市の谷戸幼稚園は、外部講師を招いて活動する課外教室「創造
的思考の工房-チビッ子アトリエ」を開き、子供達の“遊び、実験、作品作り”
から創造的思考力の発達を引き出す取り組みを行っています。このアト
リエで、昨年 3 月に引続き坂元眞一広報アドバイザーが J-PARC ハローサイ
エンスを開催しました。園児と小学生のメンバーに、アトリエ卒業の中高
生と保護者が加わり、総勢 40 名が集いました。坂元氏が“時”をテーマに
お話しした後、砂時計や水時計、そして棒テンプ時計の工作を指導してい
きました。子どもが作った棒テンプ時計が上手く動き出すと手を叩いて
喜ぶお母さんの姿も見られ、楽しく科学と触れ合うひと時となりました。

８. ご視察者など

棒テンプ時計の工作に励む参加者

　KEK は、“水素”をテーマとしたサイエンスカフェを、物質構造科学研
究所（物構研）の餅田円広報コーディネータと、MLF の中性子実験装置
NOVA で水素貯蔵合金の研究を進める大友季哉教授（J-PARC 中性子
利用セクション）を講師として開催しました。午前中は小中学生、午後は
高校生から大人を対象に開かれ、小学生の同伴者を含め約 40 名が来場
しました。水素の誕生から未来の水素利用の可能性まで、幅広い内容にク
イズを交えた講師の話に、多くの質問が飛び交いました。また、水素の性
質を体感するシャボン玉実験、水素吸蔵合金が水素を取込む実演などの
科学実験には、皆さん興味深く見入っていました。

５. １ 加速器運転計画

５. ２ 実験施設関連
（１）ハドロン実験施設では、実験ホール北側のＫ１.８ビームラインで使用されてきた超伝導電磁石を、

　　新たな実験課題の実施に向けてホール南側のビームラインへ移設しました。

（２）J-PARC では、核変換実験施設の建設を計画しており、将来使用予定のレーザー光と薄膜による　

　　レーザー荷電変換技術の実証試験に向けた装置整備を進めています。また、同施設の核破砕ター　

　　ゲットに用いる液体鉛ビスマス共晶合金による構造材腐食特性試験用大型ループの整備を完了しました。

新たな実験に向け移設した超伝導電磁石
（ハドロン実験ホール南側）

液体鉛ビスマス共晶合金による
構造材腐食特性試験用大型ループが完成

（高温工学試験棟）

講演を行う大友季哉教授

実証試験に向けて整備中の
レーザー荷電変換装置

（リニアッククライストロン準備室）
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RUN＃68：4/4 ～ 5/31

50GeVシンクロトロン（MR）及びニュートリノ利用運転（半日利用運転含む）

物質・生命科学実験施設（MLF）利用運転（半日利用運転含む）
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リニアック、3GeV シンクロトロン運転（半日利用運転含む）
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28 50GeV シンクロトロン（ＭＲ）及びハドロン利用運転（半日利用運転含む）

超伝導電磁石

　４月　５日　文部科学省 高等教育局専門教育課 土生木 茂雄 視学官
　４月　５日　産学協力研究委員会「材料中の水素機能解析技術第 190 委員会」　
　４月２１日　文部科学省 研究振興局基礎研究振興課 素粒子･原子核研究推進室 堀之内 豊 研究推進係長
　　　　　　　文部科学省 研究振興局学術機関課 細野 亮平 機構総括係長


